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道坂昭康

44・虚実対、或謂軽重対、亦避板活手段也。活時文対床夜話云、老杜詩、不知雲雨散、虚費短

長吟。桑麻深雨露、燕雀半生成。風物悲遊子、登臨憶侍郎。句意適然、不覚其為偏枯、然非法也。

柳下恵則可、吾則不可。羅大経鶴林玉露云、社陵詩、桑麻深雨露、燕雀半生成。陳后山詩、綴耕

扶日月、起廃極吹嘘。或謂虚実不対、殊不知生為造、成為化、吹為陰、嘘為陽、気勢力量、与雨

露日月字正相配也。二説或拘撃或穿撃、斉固失之実。楚亦未為得也。方万里滅套律髄云、桑麻深

雨露、燕雀半生成。雨自対露、生自対成、是軽重各対之法。此説得之、蓋亦就句対之類、唐人多

用之、詩家常例也。挙類録子左、以備取準云。沈{全期、二庭無歳月、百戦有勲功。杜審言、歳月

催行旅、恩栄変苦辛口旧跡灰塵散、遺墳故老伝。変風須憧悌、成化件絃歌。李白、六代帝王国、

三呉佳麗城。路歴波譲去、家唯坐臥帰。杜甫、自驚衰謝力、不道棟梁材。天子多思沢、蒼生転寂

妻。社稜堪流沸、安危在運響。老被奨龍役、貧嵯出入労。筋力交彫喪、瓢零免戦競。耕撃安時論、

衣冠与世間。巳援形骸累、真為燭漫深。王維、頼有山水趣、精解別離情。零参、雲沙万里地、孤

負一書生。終日見征戦、連年間鼓撃。二人来信宿、一県酔衣冠。高適、跡与松喬合、心縁啓沃留。

風塵経駿渉、揺落怨陵携。地即泉源久、人当汲引初。杜牧、青苔満階湖、白鳥故遅留。千峰横紫

翠、双関先欄干。劉再錫、変化生言下、蓬滅落眼前。逗廻過荊楚、流落感涼温。瑞呈宥漢外、興

入笑言問。醇能、蔵山難測度、暗水自波j闘。皇甫再、閏歳風霜晩、山田収穫遅。劉得仁、夕陽投

草木、遠水映蒼定。曹松、離郷倶少壮、到積減肌膚。白居易、提携労気力、吹簸不飛揚。杜甫、

徒将遅暮供衰病、未有泊挨答聖朝。春来準擬開懐久、老去親知見面稀。推載幾年惟鎮静、双裾終

日盛文儒。盤渦鷺浴底心性、独樹花発自分明。紫気関臨天地壮、黄金台貯俊賢多。章応物、府県

同趨昨日事、升沈不改故人情。劉j倉、匹馬東西何処客、孤城楊柳晩来蝉。方干、精霊消散帰参廓、

功業留伝在誌銘。帆勢落斜依浦激、鐘声断続在j倉走。劉爵錫、一自分襟多歳月、相逢満眼是凄涼。

許揮、調客傍風吟暗淡、使君回馬湿旋旗。越椴、徒知六国従斤斧、莫有群儒定是非。陸亀蒙、一

代交遊非不貴、五湖風月合教貧。李群玉、久向飢寒地弟妹、毎因時節憶団円。羅隠、時来天地皆

同力、運去英雄不自由。社萄鶴、在客易為錆歳月、到家難住似経過。李商隠、飲啄断年同鶴倹、

風流終日看人争。宋明諸家用此法尤多、不可勝挙也。
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虚実対は、軽重対とも言う、これも平板さを避け句に生動を与える手段である。活時文の『対

林夜話』に、「杜甫の詩の、く知らず雲雨の散ずるを、虚しく費やす短長の吟(自分たちが雲雨

が飛び散るようにバラバラになってしまったことも知らず、いたずらに詩を吟じていたのだ)>。

く桑麻雨露深く、燕雀 半ば生成(桑や麻は雨露の恵みを深く受け、燕や雀の雛は半分は巣立つ

た) >。く風物 遊子を悲しませ、登臨侍郎を憶う(風景は旅人を悲しませ、高所に登って王

侍郎を思いやっていた)>。などの匂は、その意味がぴったりしており、一方が躍動していない

といったことを感じない、しかしこれは法則とはできないのである。柳下恵のような志操堅固な

人間なら(真似ても)よいが、我々のようなものはだめである」とある。羅大経の『鶴林玉露Jに、

「杜甫の詩にく桑麻雨露深く、燕雀 半ば生成>。陳后山の詩の、く耕を畷めて日月を扶け、

廃を起こして吹嘘を極む(隠棲を止めて陛下を助け、左遷された者たちを助けて引き立てに力を

尽くした) >について、ある人は虚字と実字は対にならないと考えているが、まさにく生>をく

造>と、く成>をく化>と、く吹>をく陰>と、く嘘>をく陽>と読みなせば、この句の勢いと

気力はく雨露>く日月>の字と、ちょうどつり合うのであるjと言っている。この二説は一方は

(通説に)縛られており、一方はうがちすぎであり、いわゆる「斉は確かに失ったが、楚もまた

まだそれを獲得してはいなしリというものである。方万里の『滅套律髄jは「く桑麻 雨露深く、

燕雀 半ば生成>はく雨>は自らく露>と対になっており、く生>は自らく成>と対になってい

る、これは軽重各対の法である」と言っている。この説が核心を得ている。思うにこれはまた就

句対のグループで、唐人は多くこの技法を用いていて、詩人のよく使う例なのである。この技法

を用いている作品を次に挙げて、規則を会得するための備えとしよう。

沈{全期「二庭 畿襲撃無く、百戦 畿警護有り(辺境の塞では月日の過ぎる感覚とて無く、数え切

れない戦いに功績が残る)J。

杜審言「歳月 畿義援を催し、恩栄銀鱗を変ず(時間の流れが旅をせき立て、皇帝の思寵そこ

が辺境の旅の苦しみを変える)J。

(張説)i旧跡畿運議散じ、遺墳幾緩伝う(古い遺跡は塵や灰のように無くなってしまい、残

された古墳は古老たちが伝説を伝えてるだけである)J。

(張説)i風を変うるは議襲撃を須い、化を成すは畿畿を件つ(土地の風を変えるには優れた人物

を用い、教化の完成には絃歌して治める人を待つ)J。

李白「六代緩畿の国、三呉縁遠義の城(南朝六代の王朝、呉地方の美しい町)J。

「路は線道義を歴て去り、家は唯だ畿警護に帰る(故郷への道は波路を経て行き、家は坐臥のうち

に帰ることができる)J。

杜甫「自ら驚く畿義援の力、道わず幾畿の材と(今更ながら自分の体力の衰えには驚く、もとも

と(この楓のように)棟梁になるような才ではないことは分かつていたが)J。

「天子 議選藤多く、蒼生 転た畿違憲(天子は多くの恩恵、を下さるが、民衆はいよいよ寂しくな

る)J。

「社稜 畿議議に堪う、安危遜議に在り(国家を思えば涙が流れるほど、その安危ははかりご
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とによる)J。

「老いて畿運震の役を被り、貧にして畿畿に労するを嵯く(年老いて宮仕えに追い使われ、貧し

さのため家を出たり入ったりという苦労を嘆く )J。

「綴議議交ごも彫喪し、灘機戦競たるを免れんや(筋肉も力もともに無くなってゆき、落ち

ぶれて気持ちもおどおどとしないでおれょうか)J。

「議機時論に安んじ、緩幾世と同じくす(人々が彼を農耕の人とする評価に安んじても、

衣冠は世間の人と同じようにしている)J。

「巳に緩義援の累を援い、真に畿道義の深きを為す(最早 肉体が属する俗世の煩いを払いさり、

本当に存分に酔うのである)J。

玉維「頼いに綴遠藤の趣有り(詰んじ)、精や解す議機の情を(幸いに自然の風情があり(を知っ

ているので)、少しは別れの思いを解かすことができる)J。

写参「繁義援 万里の地、一書生に綴護憲す(雲と沙だけの遥かな土地、一書生の思いに背いてし

まった)J。

「終日 議機を見、連年畿養護を聞く(一日中遠征軍の戦いを見、毎年のごと軍隊の太鼓を聞

く)J。

「二人 来りて畿運畿なるに、一県 議選撃を酔わしむ(お二人はここに来られてまだ二日しか過

ごしておられないのに、県中の名士はみんな酔ってしまった)J。

高適「跡は畿議と合し、心は緩義援に縁りて留む(その行動は赤松子や王子喬と同じうするが、

しかし心は主君に忠誠を尽くそうとすることによって俗世に留まっている)J。

「畿道義政渉を経、灘警護 陵携を怨む(辺境の官吏は遥か遠くまで歩き、万物が枯れ落ちる秋

に遠く別れることを恨めしく思う )J。

「地は即ち畿義援久しきも、人は当る縁談の初に(地下には泉源はず、っとあったのだが、人々は(慮

知事のおかげで)ちょうどはじめてくみ上げることができた)J。

社牧「青苔は線機に満ち、白鳥は故らに緩襲撃す(青い苔は石段にび、っしりと生え、白鳥はこと

さらにここに留まっている)J。

「千峰懇織に横たわり、双閥灘綴に先る(山々は美しい紫や緑の中に横たわっているよう

で、宮門の台は欄干に寄りかかるようだ)J。

劉爵錫「議機は言下に生じ、簿道義は眼前に落つ(変化はたちまちの内に生じ、仙人の住む蓬莱

や滅州が目の前に顕れる)J。

「這廻して議機を過ぎ、流落議機を感ず(巡り行きて荊楚の地を過ぎ、落ちぶれて季節の変

化を感じる)J。

「瑞は呈す議選援の外、興は入る綾織の関(瑞祥は大空の彼方に現れ、興趣は談笑の聞に生まれ

る)J。

醇能「蔵山 議襲撃し難く、暗水 自ら畿道義(隠れた山はその高さを測ることは難しく、閣の中

を流れる水も自ずから波立つている)J。
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皇甫再「閏歳灘襲撃晩く、山田 幾襲撃遅し(うるう年は風や霜という寒さのやって来るのが遅

く、山の田の収穫は遅れる)J。

劉得仁「夕陽襲撃義援に投じ、遠水幾畿を映す(夕焼けは草木に照り映え、遠くの水は青々と

した大空を映す)J。

曹松「郷を離れしは倶に綴襲撃なるに、積に到りて務長撃を減ず(故郷を離れたときは二人とも少

壮の頃だったが、沙漠にやってきてやつれてしまった)J。

白居易「提携さるは幾襲撃を労し、吹簸さるも議緩せず(お二人が手をとって引き上げようとし

てくださっても私が気力を消耗してしまうだけ、お二人が吹き煽ってくださっても私は飛び上が

るつもりはありません)J。

杜甫「徒だ、畿運撃を将って衰病も供し、未まだ鶏警護の聖朝に答うる有らず(ただ老年の今を病気

に向けているだけで、ほんの一滴ほんの塵ほどもまだ天子のご思に答えてはいない)J。

「春来りて懐を聞かんと畿運議すること久しく、老去りて議機の面を見ること稀なり(春がやっ

て来れば心の思いを開こうとず、っと準備しているが、年老いて親友知人の顔を見ることも稀に

なった)J。

「推穀幾年惟だ畿道義、双裾終日 畿緩盛んなり(郡王は天子から推載の礼を受けてこの

地を治めて何年にもなるがず、っと平穏であり、左右の袖を終日ゆったりとおろして優れた儒者が

集まっている)J。

「盤渦 鷺浴するは底の畿襲撃ぞ、独樹 花発きて自ら畿襲撃なり(ぐるぐるとした渦巻きのとこ

ろで鷺が水浴び、をしているのは一体どういう気持ちなのだ、ぽつりと生えている木に花が咲いて

自分の存在を誰にともなくはっきりとさせている)J。

「紫気関は綴義援に臨んで壮に、黄金台は縁遠撃を貯うること多し(紫気立ち上るを見た函谷関は

天と地の間にあって壮大で、かの黄金台では優れた賢者が多数集まっている)J。

章応物「議機同じく趨きしは昨日の事、議機改めず故人の情(地方政府に同じように赴任

したのはほんの昨日の事、窮達によって友人の感情を変えることはない)J。

劉槍「匹馬 東西灘襲撃の客ぞ、孤城 楊柳 襲撃事援の蝉(供もつれず馬に乗って一人東へ西へ

とさまようのはどこから来た旅人だろうか、ぽつんとある町の柳に夕暮れの蝉)Jo 

方干「精霊消散して畿畿に帰し、功業 留伝して畿灘、に在り(あなたの優れた霊魂は消え失

せて空に帰してしまったが、その功績は伝えられて墓誌銘に残る)J。

「帆勢 落斜畿道援に依り、鐘声 断続して議機に在り(舟の勢いが落ちたのは浦が近づいた

から、鐘の音はとぎれとぎれに広々とした水面に流れる)J。

劉再錫「ーたび分襟して自り畿幾多く、相い逢うて満眼 是れ議畿(ひとたび別れて以来長い

年月がたってしまい、こうして会うことができれば瞳に溢れる寂しさ)J。

許j軍「詞客 風に侍りて幾議選を吟じ、使君 馬を回らせ畿義援を湿す(詩人は風に寄せて薄暗い

風景を詠い、知事殿は馬を回らせ為に印の旗が雨に湿る)J。

趨蝦「徒だ知る六国の懇畿に従い、群儒の議委譲を定むる有ること莫きを(ただ戦国の六回が武
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力に従い、諸々の儒者たちが是非を結論することが無かったことを知る)J。

陸亀蒙「一代の緩義援 貴ならざるものあらず、五湖の緩襲撃合に貧を教ゆべし(その生前の交

遊は高貴でないものはいなかったが、この湖の風月がきっと貧の意味を教えたのであろう )J。

李群玉「久しく議機に向いて弟妹を描ち、毎に緩畿に因りて団円を憶う(長い間貧しさのため

に兄弟姉妹を故郷に置き去りにしているが、節句のたびに一家団らんを思う )J。

羅隠「時来れば線道警皆な力を同じうし、運去されは議機 自由ならず(時機が来れば天地すべ

てが力を貸してくれるが、時運が去ってしまうと英雄でさえ何ともならない)J。

社萄鶴「客に在りて為し易し畿襲撃を鈴、するを、家に到りて住め難きこと線道議に似たり(他郷に

在っては月日は溶けるように過ぎて行きやすいが、家にいればそれを留めがたいことは通り過ぎ

て行くことに似ている)J。

李商隠「数機断年鶴の倹なると同じうし、議機際機終日 人の争うを看る(飲み食い

は一年中鶴のつつましいの同じようだが、浮き世は一日中人が争っているのを見る)J。

宋代や明代の詩人たちはこの対句法を用いるものが最も多く、挙げきれないほどである。

-虚実対=この名称は、あまり一般的ではない。軽重対は『詩人玉屑』巻 3I唐人句法」中に

名称がある。そこには、王維「漢江J、唐彦謙「惜花」、張衆甫「三州渡」、社甫「扉跡Jと、

杜甫・李嘉祐の七言句が挙げられているO 虚と実は宋代以降の中国古典文学において重視さ

れ、周弼の『三体詩Jなど幾つかの詩の選集に重要な概念として提示される。一般に虚字は

動詞、形容詞とそのような用語、実字は名詞的な用語に該当する。

-対林夜話= r対林夜語j巻 20r対林夜語jは、東陽引用の前に杜甫の「子規」詩「両辺山

木合、終日子規暗Jの句を引き、「以終日対両辺」と評する。東陽が省略したのは、どちら

も名詞と考えたからかも知れない。また、東陽が引く詩についても、第一首は「以短長対雲

雨Jと第二首は「以生成対雨露J、第三首は「以登臨対風物」と指摘している。

-不知雲雨散、虚費短長吟。=杜甫 I~食州候厳六侍御不到、先下峡」詩 a詳注』巻 14)0

・桑麻深雨露、燕雀半生成。= I扉跡三首」其二(巻 10)。

-風物悲遊子、登臨憶侍郎。= I和装迫登新津寺寄王侍郎JC巻 9)0

.柳下恵則可=既出0

・鶴林玉露=I虚実不対」は「虚実不類」に、「与雨露日月」は「与日月」に作る。『鶴林玉露』

甲編巻 30

-綴耕扶日月、起廃極吹嘘= I丞相温公挽詩三首」其三 cr后山居士文集j巻 1)0

・斉固失之失。楚亦未為得也= r春秋究遺J巻 12.嚢公下。

-議室律髄=巻 260 r~読套律髄J は「変体類」ではじめに、周弼『三体詩』を批判したうえで、

「・・・併取夫用字虚実軽重o. • • Jという。東陽の引用は、社甫の「扉跡J詩に対して、「或

間く雨露>二字双重、く生成>二字双軽、可以為法乎。Jという質問に対する、方回の答え

の部分である。この質問から実=重、虚=軽であることがわかる。



36 道坂昭慶

-就句対= r槍浪詩話』詩体に「就句対」があり、「又日、首句有針。如少陵「小院廻廊春寂寂、

浴克飛鷺晩悠悠j。李嘉祐「孤雲独鳥川光暮、万里千山海気秋J是也。前輩於文亦多此体、

如王勃「龍光射斗牛之嘘、徐J需下陳蕃之楊」乃就体也」。また『天厨禁欝』にも就句対の名

がある。しかしこれらは一句の中の対と考えられている。つまりく小院>とく廻廊>、<浴

克>とく飛鷺>を対とするのである。その為、当匂対とも言われるとする。

-二庭無歳月、百戦有勲功=I塞北二首」其二 n全唐詩J巻 97)。

-歳月催行旅、思栄変苦辛=I送高郎中北使J(r全唐詩J巻62)。

-旧跡灰塵散、遺墳故老伝=張説「奉和聖製過王溶墓応制Jn全唐詩』巻88)。但し、「遺墳」

は「枯墳Jに作る。

-変風須憧悌、成化{宇絃歌=張説「送蘇合宮顛Jn全唐詩J巻88)。

・六代帝王国、三呉佳麗城=I贈昇州王使君忠臣J(r李太白集注J巻 10)0

・路歴波譲去、家唯坐臥帰=I送客帰呉J(巻 30)

-自驚衰謝力、不道棟梁材=I双楓浦J(r詳注』巻22)。

・天子多恩沢、蒼生転寂塞=I奉贈慮五丈参謀嘱J(巻22)。

-社稜堪流沸、安危在運響=I西閤口競呈元二十一J(巻 18)。閤若藤「輿劉頒眉書J(n替郎

劉記』巻六)はこの詩を自対対の例として挙げる。

-老被奨龍役、貧嵯出入労= I赴青城牒出成都寄陶王二少予J(巻 10)0

・筋力交彫喪、瓢零免戦競=I寄劉峡州伯華使君四十韻J(巻 19)。

-耕撃安時論、衣冠与世間= I吾宗J(巻 19)。

-己援形骸累、真為嫡漫深= I長吟J(巻 14)。

-頼有山水趣、精解別離情=I暁行巴峡Jn王右丞集委注』巻12)I有」は「諸Jに作る。但し、

『全唐詩Jを始め諸テキストは「多」に作る。

-雲沙万里地、孤負一書生=I臨挑j乏舟越仙舟自北庭罷使還京J(r全唐詩j巻 200)0

・終日見征戦、連年間鼓撃= I早護罵香懐終南別業J(r全唐詩j巻200)。

・二人来信宿、一県酔衣冠= I瞳泉東鎗送程陪元鏡微入局(得寒字)Jn全唐詩』巻200)0

・跡与松喬合、心縁啓沃留=I古巣府飛龍曲留上陳左相Ja全唐詩』巻214)。

-風塵経駿渉、揺落怨陵携= I送装別勝之安西J(r全唐詩』巻214)。

-地即泉源久、人当汲引初=I同朱五題慮使君義井J(r全唐詩』巻214)0

・青苔満階湖、白鳥故遅留= I題揚州樟智寺J(r全唐詩』巻 522)。

-千峰横紫翠、双関先欄干=I早春閣下寓直、粛九舎人亦直内署、因寄書懐四韻Jn全唐詩』

巻 522)。

-変化生言下、蓬競落眼前= I和東川王相公新首長騨池八韻J(r全唐詩J巻 363)0

・逗廻過荊楚、流落感涼温=I武陵書懐五十韻J(r全唐詩J巻 362)。

-瑞呈脊漢外、興入笑言問= I和令狐相公以司空襲相見招南亭看雪四韻Ja全唐詩』巻 358)0

・蔵山難測度、暗水白波澗= I行路難J(r全唐詩』巻25又巻558)。
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-閏歳風霜晩、山回収穫遅= I寄劉八山中Ja全唐詩』巻249)0

・夕陽投草木、遠水映蒼百三= I村晩関歩Ja全唐詩』巻884)。

-離郷倶少壮、到積減肌膚=I塞上行Ja全唐詩』巻 716)。
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-提携労気力、吹簸附飛揚=I?胃村退居、寄礎部崖侍郎、翰林銭舎人詩ー百韻Ja白香山詩集J

巻 15. r全唐詩』巻438)。

-徒将遅暮供衰病、未有泊挨答聖朝=I野病J(巻 10)。但し諸本「徒」は「惟(唯)Jに、「衰

病」は「多病」に作る。

-春来準擬開懐久、老去親知見面稀=I十二月一日三首其三J(巻 14)。

-推穀幾年惟鎮静、双裾終日盛文儒=I江陵節度使陽城郡王新棲成、王請巌侍御判官賦七字句

同作J(巻 21)。但し諸本「双」は「曳」に作る。

・盤渦鷺浴底心性、独樹花発自分明=I愁J(巻 18)。

-紫気関臨天地壮、黄金台貯俊賢多=I承聞河北諸道節度入朝、歓喜口競絶句十二首j其七(巻

18)。但し「壮」は諸本「閥」に作る。

-府県同趨昨日事、升沈不改故人情=I贈王侍御Ja全唐詩j巻 187・385)。

-匹馬東西何処客、孤城楊柳晩来蝉=I匡城尋醇関秀才不遇Ja全唐詩』巻 586)0

・精霊消散帰参廓、功業留伝在誌銘=I題故人廃宅二首」其二 a全唐詩』巻 651)。

「留伝」は諸本「伝留」に作る。

-帆勢落斜依浦淑、鐘声断続在j倉正= I題松江駅J(r全唐詩J巻 652)。

・一自分襟多歳月、相瀬満眼是凄涼= I贈同年陳長史員外Ja全唐詩J巻 361)。

-詞客僑風吟暗淡、使君回馬湿旋旗=I春雨舟中、次和横江蓑使君見迎李趨二秀才同来図書四

前兼寄江南J(r全唐詩』巻 536)。但し『唐詩紀事j(巻 56)は「詞客」を「辞客」に作る。

また、『文苑英華j(巻 261)r全唐詩j(巻 523)は杜牧の作とする。

-徒知六回従斤斧、莫有群儒定是非=I題秦(皇)詩」句 a全唐詩J巻 550)0J北夢潰言j(巻

7) に出る。但し、諸本「従」は「随」に作る。

・一代交遊非不貴、五湖風月合教貧=I和過張枯慮士丹陽故居Ja全唐詩j巻 626)0r唐詩紀事J
は皮日休の作とする。

-久向飢寒地弟妹、毎因時節憶団円=I湖寺清明夜遣懐Ja全唐詩』巻 569)0

・時来天地皆同力、運去英雄不自由=I誇筆騨J(r全唐詩』巻 657)。

-在客易為錆歳月、到家難住似経過=I辞鄭員外入閥Ja全唐詩』巻692)。

-飲啄断年同鶴倹、風流終日看人争=I看堅新酷寄懐襲美J(r全唐詩』巻 625)。諸本陸亀蒙

の作とし、「流」を「波」に作る。

45 .楊万里、夏夜独酌、竹風秋九夏、渓月昼三更。此以秋昼字為虚活用者。与李昂英、 1暴勢雷

虚整、松声浪半空。同一句法。葛原詩話以為与五月秋同法。如其説、則秋熱如夏、昼暗如夜也。
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果成何義耶。六如擬作有云、歌呼媛熱冬三伏、雪月清折昼二更。上匂不成語。若強作冬温之義、

則下句為昼暗如夜之義。且詩法自有恰好文字、必非三更不可。強叶声律、容易那移、亦粗工之妄也。

楊万里の「夏夜独酌」詩は、「竹風は九夏を秋にし、渓月は三更を昼にすく竹林をわたる風は

夏のさかりを秋のようにし、山間の月は三更の夜更けを昼のようにする>J。この詩は「秋Jと「昼J

の字を動調的にして活用している。

李昂英の li暴勢は虚整を雷にし、松声は半空を浪にすく滝の勢いは静かな谷に雷を起こし、松

の枝のざわめきは空の半ばを浪の音にする >Jと、同じ句法である。

『葛原詩話』は「五月の秋と同じ手法であるというJ、その説のようであれば、秋の暑いことが

夏のようで、昼の暗いこと夜のようとなる。いったい何の意味となるだろうか。

六如の「擬作」詩に「歌は呼び媛は熱く三伏を冬にし、雪月 清折二更を昼にす」は、上の

句は言葉が意味をなさない。もししいて冬が暖かいという意味とするなら、下の句は昼の暗いこ

とが夜のようだという意味になる。かつ詩の法則には自らちょうどよい文字があるのであり、絶

対に三更でなければいけないのである。無理に声律に合うようにするため、簡単に移し替えてし

まうのは、また下手な職人のでたらめである。

-楊万里詩=I夏夜月下濁酌Ja誠粛集』巻 39)0

・李昂英詩ニ「景泰寺JC r宋詩紀事J巻64)。

-葛原詩話=I楊万里夏夜月下独酌、誰道今年熟、今宵分外清、竹風秋九夏、渓月昼三更、此

景天樫与、無人酒自傾、明朝火撒上、別作一経営ト、五月秋、不夜城ノ陳腐ヲ脱シテ、造語

極メテ奇巧なり、予モコレニ倣て、歌呼暖熱冬三伏、雪月清折昼二更ノ勾を作スJC巻4・

昼三更)

-五月秋=杜甫「陪諸貴公子、丈八溝携妓納涼、晩際遇雨二首」其二 cr詳注J巻三)に「帰

路翻粛楓、阪塘五月秋(帰路翻って薫楓たり、阪塘五月秋) <帰り道はかえってすっと

涼しくなった、池の堤は五月なのに秋のよう>J。

46 .杜甫、子能渠細石、吾亦沼清泉。白居易、不覚白双号、徒言朱両轄。手戟非吾事、腰鎌且

発側。李洞、肩嚢尋省寺、袖軸循公卿。朱弁、松皮為菜詩、便堪奴街蕨、誼肯友芝菌。孫伯温、

麻姑山爆布、雷建白昼間、泳雪詩人胸。此皆活用実字。又玄宗、節変雲初夏、時移気尚春。社審

言、雲震出海曙、梅柳度江春。杜甫、長鐘雲岸湿、勝地石堂畑。韓維、凍水晴初浪、荒城晩自畑。

方干、素琴酔去経宵枕、衰髪寒来向日棟。楊万里、姻雲惨潅天将雪、風日荒寒梅未花。句脚字亦

皆活用、与楚辞洞庭波分木葉下同法。

社甫の「子は能く細石を渠にし、吾は亦た清泉を沼にすくあなたはよく細かい石を積んでJI!の
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水を導く水路を作り、私もまた締麗なわき水をj留めて池を作る>J。

白居易の「覚えず双誇を白くし、徒だ言う両轄を朱にすとく今まで両髪が白くなってしまった

のも気付かず、ただただ両方の車輪の覆いを刺史の乗る朱色にすることだ、けを言ってきた>J。

「戟を手にするは吾が事に非らず、鎌を腰に旦く棚を発せんく戟を手にするといようなことは

私のすることではない、鎌を腰にさしてしばらく砥石で磨いておこう >J。

李洞の「嚢を肩に省寺を尋ね、軸を袖に公卿を偏くすく袋を肩に役所を訪ね、自分の詩文を袖

に入れて公卿を訪ね歩く >J。

朱弁の「松皮を菜と為す」詩の「便ち街蕨を奴とするに堪う、言巨ぞ肯えて芝菌を友とせんくつ

まり街と蕨をしもべとするほどなのに、どうしてキノコなどを友としなければならないのか>J。

孫伯温の「麻姑山爆布J詩の「白昼の聞を雷震にし、詩人の胸を沫雪にすく真昼間に雷が轟く

ようにし、詩人の胸中の氷や雪のようにひんやりさせる>Jは、これらは皆な名詞を動詞化して

いる。

また玄宗皇帝の「節を変じて雲は初夏に、時は移りて気は尚お春なりく時節は変わって雲は初

夏、時は移っても空気はまだ春のまま >J。

杜審言の「雲霞は海を出て曙け、梅柳 江を度りて春なりく雲と震は海から浮かび出て夜が明

け、梅と柳は向こう岸からこちらに渡ってきて春になった>J。

杜甫の「長鐘 雲岸湿り、勝地石堂畑るく朝の鐘が鳴り渡って雲のたなびく岸辺は湿りをお

び、景色のよい場所の石堂あたりは煙っている>J。

韓維の「凍水晴れて初めて浪だち、荒城 晩に自ら姻るく冬の間凍っていた川は晴れて初め

て波立ちながれ、人の気配のない荒れ果てた町は夜に向かつて煙ってゆく >J。

方干「素琴 酔い去って宵を経て枕し、衰髪 寒来り日に向かいて競るく装飾のない琴は酔っ

て宵を過ぎては枕とし、老いた髪を寒さのなか太陽に向かつて櫛けずる >J。

楊万里の「畑雲惨潜として 天将さに雪ふらんとし、風日 荒寒梅未だ花さかずく霞のよ

うな雲は薄暗く雪が降りそうで、季節はひどく寒く梅はまだ花を咲かさない>J。これらはみな

句末の字を動詞としていて、『楚辞Jの「洞庭波だちて木葉下るjと同じ方法である。

-子能渠細石、吾亦沼清泉=I自譲西荊扉且移居東屯茅屋四首」其三 a詳注』巻20)0I趨訪云、

渠之、沼之、実字作活字用」。という指摘がある。

-不覚白双号、徒言朱両播=I晩歳Ja白氏長慶集』巻20)。諸本「脅」は「髪Jに作る。

-手戟非吾事、腰鎌且発棚=I江南秋懐寄華陽山人J(r全唐詩』巻 623)。諸本、陸亀蒙の作

とする 0

・肩嚢尋省寺、袖軸循公卿=I投献吏部張侍郎十韻Ja全唐詩』巻 722)。

-松皮為菜詩=I北人以松皮為菜、予初不知味、虞侍郎分銅一小把、因飯素授厨人、輿園競雑

進、珍美可喜、因作一詩J(r宋詩紀事』巻43)。

-麻姑山j暴布=孫南受詩 (r詩人玉屑J巻 19所収)。
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-変節雲初夏、時移気尚春=1集賢書院成送張説上集賢撃士賜宴得珍字Ja全唐詩J巻3)0

・雲震出海曙、梅柳度江春=1和音陵陸丞早春遊望Ja全唐詩J巻 11)。

-震鐘雲岸湿、勝地石堂姻=1船下嬰州郭宿、雨議不得上岸、別王十二判官Ja詳注』巻

15) 0 r社詩詳注』の他、『侃文韻府jr餅字類編』は「雲岸」で立項するが、他は「岸」を「外」

に作り「一作岸」とする。

・凍水晴初浪、荒城晩自畑=1自静教院晩歩漠上Ja御選宋詩J巻36)

-素琴酔去経宵枕、衰髪寒来向日;硫=1贈華陰隠者Ja全唐詩j巻650)。

-畑雲惨携天将雪、風日荒寒梅未花=1同劉季語字登天柱岡Ja宋詩齢、J巻79)0r誠粛集j(巻

40)は「日」を「月」に作る。

-洞庭波分木葉下=1九歌・湘君」

47・韻脚若三平相連、対句亦畳三灰以応之、唐詩掲格中往往有之。是鶴膝病之尤者、変体中変

体耳。故非拘体者未嘗見之也。蓋古人造語適到、因以連用、本出於不得己。後人遂立以為格、正

体謹厳中犯之妄也。夫大醇小抗、差可耳。散材多節、何所取哉。凡名賢高作、或不拘縄墨、知劫

体出韻等変格、以暇不掩識不棄薦。故柳下恵乃可、学之則不可、慎勿藷為口実也。

韻脚(押韻字のある句の末)がもしも平声が三字連続するならば、その対になる句もまた三字

連続の灰声でこれに対応する、唐詩の扮格のうちにしばしばこれが見られる。これは鶴膝病のな

かでも大きなものであり、変体のなかでも変体なのである。故に揃格でなければこのような形は

みたことがない。思うに古人が言葉を作ったらたまたまそうなったので、それで、連用したのであ

り、本来やむを得ないからなのである。後世の人聞がそれを立ててー格とし、正しい形式の謹厳

な詩体のなかでこの反則をおかすのは間違いである。最も純粋なもののなかの小さな傷なら、何

とか許されるだけである。役に立たない節の多い木材のようなものは、どこに採るところがあろ

うか。およそ優れた詩人の名作は、時には規則に拘束されないものがある、劫格や出韻(韻の踏

み落とし)などの変格は、破(きず)が聡(美点)を掩わないから棄てないというようなもので

ある。だから柳下恵のような人ならよいが、一般の人聞がこのような変格を学ぶべきではない、

慎んでこのような例外を借りて口実としてはいけない。

-三平=近体詩において、匂の下三字が平声で連続することを「下三平J(同じく灰声が連続

する場合は「下三灰J)と称し、特に「下三平」は避けるべき禁忌とされている。小川環樹『唐

詩概説j(1岩波中国詩人選集J別巻 1958年。また筑摩書房『小川環樹著作集』第2巻 1997年)

などを参照。但し、『誠杢律髄』巻 251劫字類」は杜甫の「暮雨題濠西新賃草屋」詩を採り、

「欲陳済世策、己老尚書郎」の匂に対して方回は 11済世策J三字皆灰、尚書郎j三字皆平、

乃更覚入律」と注する。東陽は、この句などを念頭にしていたのかもしれない。
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-劫格=律詩の声律に反した変則的な詩格を言う。この部分も「効格」類を立てている『滅套

律髄jや、先立つ『三体詩Jなどが東陽の意識にあったのであろう。

-鶴膝病=沈約が主張した四声八病のひとつO 詩病としての「鶴膝」の指摘は鍾蝶『詩品』に

みえる。空海が編纂した『文鏡秘府論』などに解説がある。それによると、五言詩で韻を踏

まない奇数句末の字 (5字と 15字)が同声であってはいけないという、詩の禁忌。但し、

東陽が言うように単に灰声であるだけでは病にはならない。灰声の内の、上・去・入声まで

同じであったとき鶴膝病を犯したことになる。東陽の指摘に適合するものとしては、清の李

光地 f格村集j(巻 17)I詩人病説」中に「鶴膝者、謂下三字累三平、或墨三灰也Jという

言及がある。

・造語適到=宋胡仔『苔渓漁隠叢話j(前集巻二十三)に「察寛夫詩話云、詩家有俵封、本非

用意、蓋造語適到、因以用之。jという表現がある。

-大醇小庇、差可耳=r孟子集注jI序説」に「大醇而小庇」の語がある。文学批評では例え

ば『詩人玉屑j(巻 1)I詩法第二・白石詩説Jに「不知詩病、何由能詩。不観詩法、何由知病。

名家者、各有一病、大醇小庇、差可耳」とある 0

・不拘縄墨=r唐宋詩醇j(巻 1)李白「送儲畠之武昌J評に「沈徳潜日、以古風起、法

運作長律、太白天才、不拘縄墨乃爾」とある。

・3民不掩聡= r礼記jI聴義」の「暇不掠珠、聡不捨暇、忠也Jに基づく。

48・律詩対句灰脚、不得己挟平者、韻句第五字、必用平声以応之。唐詩皆然、今人多味乎此、

不亦妄乎。

(七言)律詩において対になる句で灰字が末字になり、やむを得ず平声の字を挟むことになった

場合は、韻を踏む句の第五字は必ず平声の字を置いてこれに対応するようにする。唐代の詩はみん

なそうであるが、現在の人は大多数はこのことが分かつていない、またでたらめなことではないか。

-挟平=近体詩には「二四不同JI二六対」という決まりがある。であるから、

*0*.*0・、 (0は平声-・は灰声・ 0は韻・*は平灰どちらでもよい)

*.*0*・0。

という平灰配置が形式のーっとして成り立つ。そして東陽が言っているのは

*0*・・0・(奇数句)、

*.*00・(O)(偶数匂)

の平灰配置である。ただし、これでは「孤平」という禁忌を犯すことになる。ただ、「孤平」

は第二字・第四字がそうであってはならないとされるのであって、六字目はかまわないと

いうことを、東陽は言うのであろう。




